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来年 4 月に開設予定 
法人の長年にわたる懸案だった第三事業所の建設に向け 9

月11日、安全祈願祭が現地において無事に執り行われました。 

この事業所は、藤枝市の障害福祉計画の元、増え続ける精神障

害者のみなさんの社会的自立支援に向けた施設です。 

国、県および藤枝市から補助金をいただき、山田組の施工によ

り来年 4 月の開設に向け、建設がスタートしました。 

【安全祈願祭】 

☆建設計画について 

🔶建 設 場 所 : 市内青葉町 2 丁目 

🔶工 事 期 間 : 令和元年～2 年 2 月 

🔶建物の概要 : 軽量鉄骨造り 2 階建て  

🔶定    員 ; 20 人 

(就労継続支援 B 型 14 人・生活介護 6 人)  

🔶開設日と時間:月～金曜日(祝祭日は休み) 

🔶仕事の内容:民間企業からの仕事が中心 

🔶障 害 特 性 :  

精神障害者を中心に知的障害者等 

 

職 員 募 集 中 
新事務所(第三心愛作業所)の開設に伴い、正職員・パート職員を募集しています。 

☆業務内容 : 施設利用者(精神障害者、知的障害者など)の就労や生活への支援。 

☆給    与 : ⓵正  職  員 ( 初任給 高卒 1６2,600 円 大卒１８2,700 円 処遇改善手当含む) 

            ②パート職員 時給 900 円から ※ ⓵ ②共、経験換算があります。 

☆待遇:賞与 : 年 2 回 扶養手当 通勤手当、精神保健福祉士、社会福祉士など有資格者手当。 

☆勤務時間 : ⓵午前 8 時 30 分～午後 5 時(休憩 60 分) 

            ②午前 8 時 30 分～午後 5 時(勤務日及び勤務時間は相談) 

☆休    日 : 土曜日、日曜日、祝日、夏季、年末年始 

☆勤 務 地 : 藤枝市内 (法人内での異動があります。) ☆資    格 : 問いません。 

☆問合せ先 : ご希望の方は、お気軽にご連絡下さい。 

        住所 藤枝市横内 532 番地 社会福祉法人 心愛志太 電話 054-644-8632  

待望の第三事業所 

 建設スタート 
 

 

「きずな」は、こんなところです。 
☆あなたが毎日の生活の中で困っていること--- 

お話しして下さい。 

・ゆっくりくつろぎ、仲間とおしゃべりしたり、 

テレビやビデオ、インターネットを使って過ご 

すこと---なんでも OK です。 

・オセロや将棋もあるよ。みんなで食事づくりや 

レクリェーションだって楽しめちゃうよ! 

🔶利用時間 : 火～土曜日 午前 10 時～午後 5 時 

  (日、月と祝祭日、年末年始はお休みです) 

 🔶利 用 料 :  

１日100円 １か月500円 半年間3,000円 

☆「相談室きずな」での相談…ぜひ、ご利用下さい。 

・障害者の生活に関する相談ならなんでも OK。 

・精神科の病院からの退院や入所施設からの退所 

に向けて支援します。 

・障害者が地域の中で安心して生活できるように、 

一日 24 時間体制で支援します。 

☆先ずはご連絡下さい。 藤枝市田沼 3 丁目 1-9 

☎ 054-636-7700 FAX 054-639-6631 

 

 「地域活動支援センター」とは、なにをし

ているところだと思いますか。 

きずなを利用されている方は、さまざまな

目的を持って利用していらっしゃいます。 

家でゆっくりと過ごしていらした方が、少

し勇気を出して、外に出るきっかけとして利

用して下さったり、また仕事をしている方

は、休日に他の人との交流の場として過ごし

ていらっしゃいます。 

また、プログラムに興味を持ち、卓球やカ

ラオケを楽しむためにいらしたり、皆がそれ

ぞれ有意義な時間を過ごして下さっていま

す。 

色々な方と時を過ごすうちに人は変わり

ます。それぞれが持っている力を良い形で発

揮できます。 

 

人を変えていくのは、やはり人だと思います。 

「人と交流しましょう」と言われてもなかな

かできませんが、プログラムという媒体を通

して、人と交流するきっかけを得て下さった

ら、きずなの存在意義があると思います。 

  

利用時間は自由です。体調に合わせて気軽

にご利用下さい。 

毎週土曜日には利用者のみなさんと職員

で料理を作ります。安くておいしいです。将

棋やトランプ、ゲーム、オセロ、カラオケな

ど色々なプログラムがあって楽しいところ

です。  

きずな 地域活動支援センター 

   お気軽にご利用下さい。 

 

こころや身体に悩みを持つ方々の憩いの場、 

仲間づくりの場、相談する場、地域交流の場 

として連日、大盛況です。ぜひ、あなたも 

お気軽にご利用下さい 

先ずはお電話を ! ! お待ちしています。 人の力  
きずな管理者 大石 範子 

 

 

 

きずな 管理者  大石範子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

心愛フェスタに 

参加して思うこと 

広幡地区民生児童委員協議会  

会長 池田鋭雄 

地域との連携・交流］をテーマにした『心愛フェスタ』

を 9 月 8 日、第一心愛で行いました。幸い天候にも恵

まれ、会場のあちこちで来場者と施設の利用者との笑い

の輪が広がるなど、昨年にも増してにぎやかに行うこと

ができました。今年も広幡地区社会福祉協議会や横内町

内会、更生保護女性会、広幡中学，静清高校など各種団

体や家族会、利用者の代表による実行委員会で準備して

頂きました。 

ご協力いただいた皆様に心から感謝申し上げます 

 

 
 

 

こころの健康講座 受講生募集 定員 10 人  受講料:無料 

“精神に障がいがあっても誰もが自分の生まれた地域で、ごく自然に生活したい”という願いを持っ

ています。こうした願いを実現するためには、市民のみなさんに精神障がい者のことを知って頂くこと

がとても大切です。次のようにこころの健康講座を開講しますので、ぜひご応募下さい。 

☆受講日と時間：１１月１８日、１２月１６日、１月２０日、２月１７日〔いずれも月曜日〕10時～11 時 30 分 

☆会 場：藤枝市地域活動支援センターきずな〔藤枝市田沼３丁目１－９〕 

☆受講内容：講義「精神疾患と精神障がい者について」 

     事業所体験 藤枝第一心愛（横内）及び藤枝第二心愛（田沼）、きずな 

☆申込・問合せ先：藤枝市地域活動支援センターきずな ☎054-636-7700 

 

 

 

私は初めて心愛フェスタのボランティアに参加させて

頂きました。さまざまな年代の方がフェスタを盛り上

げていて、あたたかさを感じました。多くの方々と話せ

て楽しかったです。また、手話の歌などを学ぶことも

でき勉強にもなりました。とても貴重な時間でした。 

 

声 

声 
 

🔶ご支援いただき、誠にありがとうございました。 [ 敬 称 略 ] 

広幡地区社会福祉協議会・横内町内会・静清高等学校・広幡中学校・大石工業・美光産業（株） 

更生保護女性会広幡支部・広幡地区民生児童委員協議会・交通安全協会藤枝支部広幡分会 

コーラスグループ「楽歌声」・おんじま４９４８会 ・ ＫＯマート ・ ITALIANO SAKURA 

好天に恵まれ開催された心愛フェスタは、

参加者全員での合唱でスタートしました。 

そして、会場の催事コーナーには、心愛関

係の皆様を始め地域のボランティアの皆様

及び中学、高校生の皆様が一つになり一

生懸命頑張っている姿には感銘を受けま

した。また、会場に広がるふれあいには笑

顔がいっぱいあふれていました。素晴らし

い、大成功でした。これも心愛様の実行力

にあると思います。昨今、「困った時はお互

い様」の考え方が稀薄傾向にあるといわれ

ています。地域住民、関係団体が主体とな

りすべての人々とつながり、助け合い支え

合う町づくりが大切だと心愛フェスタに参

加して改めて思いました。更なる地域との

絆を深め、共生の輪が広がるように願うば

かりです。 

 

ボランティアを通して 

広幡中学校２年 木下真実 

にぎやかに心愛フェスタ 
 

昨年より人出が多く 

良かった 

静清高校２年 山田雄大 

このたびは心愛フェスタに参加させていただきあり

がとうございます。私は昨年に続いて参加させても

らいましたが、昨年より人が多く訪れていると思いま

した。鯛焼きの手伝いをさせていただき、お茶やかき

氷までいただき感謝の言葉もございません。来年も

機会がありましたらよろしくお願いします。 

 

 

 

 

人の輪の大切さ 

藤枝第一心愛 大野雅代 

 
今年も、恒例の心愛フェスタが賑やかに行われまし

た。残暑の中、大勢のお客さんが足を運んで下さい

ました。私は、実行委員を微力ではありますが務めさ

せて頂きました。大勢の人の声に支えられ感謝の気

持ちで一杯です。これからも明るく笑顔で人の輪を

大切にしたいです。 

 

 

 

 
   

“障がい者が日中は事業所で仲間たちと働いた後、安心して 

憩える場所としてグループホームはとても大切な存在です。 

グループホーム 城南地区に移転 

 

 

“障がい者が日中は事業所で仲間たちと働いた

後、安心して憩える場所としてグループホームは

とても大切な存在です。 

 岡部町の県営やよい団地内の「グループホーム

おかべ」は、消防法の改正に伴う施設の整備が整

わなかったため、このほど城南地区に移転しまし

た。このグループホームには5人が世話人の元で

地域生活での必要な生活知識を学び、また、日々

の困りごとなど相談しながら生活しています。 


